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秋の読書週間フェスティバル

特定非営利活動法人いろはリズムによる弦楽四重奏と
読み聞かせのコラボレーションをお楽しみください。

１１月２２日
（土）

第１部 第2部
親子向け
（３歳以上の子どもと保護者）

午前１０時３０分～午前１１時１５分

大人向け
午後２時～午後３時

会場

新座市民会館
第１会議室

中央図書館

演奏 特定非営利活動法人いろはリズム

「いろはリズム」は、音楽大学出身の演奏家により
2017年に立ち上げられた。すべての人々が、音楽
と身近に触れ合い、心豊かな生活を送ることができ
る場づくりを目指している。教育機関での音楽鑑賞
プログラム・医療福祉施設への出張演奏・音楽イベ
ント／講演／ワークショップの企画などを行ってい
る。地域による文化資源の格差や、個々の身体・経
済等の理由による音楽（特に生演奏に触れる機会）
へのアクセスの壁を下げ、必要とする場所や人々の
もとへ音楽を届けたいという思いを胸に活動して
いる。

定員 各回９０名

申込み

電子申請 または
カウンター、電話で
１０月１日（水）
午前９時３０分から受付

電子申請は ▶
こちら

問合せ 新座市立中央図書館 ☎０４８－４８１－１１１５
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音で広がる物語の世界 演奏者プロフィール

ヴァイオリン／野村祥子
桐朋学園大学、同大学院修士課程を修了。 2010～2014 年、兵庫芸術文化セン
ター管弦楽団に在籍。
2013 年、フランスの fugato 国際音楽祭ヴァイオリンコンクールにて、二位及び
聴衆賞を受賞。 全国各地にて積極的に演奏活動を行いながら、後進の指導にもあ
たっている。神田音楽学校、ゴーシュ弦楽器ヴァイオリン講師。一橋大学非常勤講
師。
これまでに、ヴァイオリンと室内楽を、藤原浜雄、佐藤一紀、三輪郁、堤剛、Albert 
Lottoの各氏に師事。

ヴァイオリン／竹添みどり
鹿児島県出身。6歳よりヴァイオリンを始める。東京音楽大学を優秀な成績で卒業。
在学時より、第6回レ・スプレンデル音楽コンクールなど国内の数々のコンクールで
入賞を果たす。卒業後は室内楽奏者として弦楽四重奏、ピアノトリオなど複数の室
内楽団のヴァイオリニストとして演奏活動を展開しており、各方面から高い評価を
受けている。近年室内楽奏者としてだけでなくソリストとしても活動の幅を広げて
おり、2016年に演奏したバッハの協奏曲は、従来の伝統的な解釈を踏まえつつも
バロック音楽の持つ斬新さに新しい可能性を加えたとして絶賛された。また後進
の指導にも力を注ぎ、子供のための音楽会も多く主催している。増門スミ子、篠崎
英育、三戸康雄、景山裕子の各氏に師事。現在、東京を中心に演奏活動する一方、
鹿児島での活動も精力的に行っている。

ヴィオラ／野村英利
和歌山生まれ。東京音楽大学器楽科卒業。桐朋学園にて指揮を学ぶ。
ヴァイオリンを藤原浜雄、清水高師に師事。作曲を野田暉行、糀場富美子
に師事。指揮を汐澤安彦、黒岩英臣、湯浅勇治、デイビット・ジンマン、デ
ニス・ラッセル・デイヴィス、ジャンルイジ・ジェルメッティの各氏に師事。
和歌山コンクール第２位、フェローシップを得て、アスペン音楽祭に参加、
第3回ゲオルク・ショルティ指揮コンクール入選。サンレモ、チェコ、ウィー
ン等多数演奏会に客演。2015年第54回ブザンソン国際指揮コンクー
ル、セミ・ファイナリスト。現在ザルツブルク・オーパー・イン・ベルク、オー
ストリア現代音楽アンサンブル指揮者。2016年2月赤穂にて新作ミュー
ジカル《マッチ売りの少女》世界初演され好評を博す。

チェロ／任炅娥
宮城県仙台市出身。東京音楽大学器楽科を経て、同大学院科目履修修了。在学中、
学内オーディション合格者による室内楽コンサートに出演。2007-2010年、Eテ
レ「ゆうがたクインテット」の音楽操演を担当。2009･2013年、「ラ・フォル・ジュ
ルネ・オ・ジャポン」の無料コンサートに出演。2014年、ドキュメンタリー映画「遺言
～原発さえなければ～」のエンディング音楽を演奏。2017年、クラシックオーディ
ション合格。現在、チェロ奏者としてソロ・室内楽・オーケストラを中心に活動し、ま
た講師として後進の指導も行っている。チェロを山本純、勝田聡一、苅田雅治、ドミ
トリ・フェイギンの各氏に師事。オーケストラ・トリプティーク」団員、板橋区演奏家協
会会員。


